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新型コロナウィルスの感染状況は、今後も先が読めない状況が続くと考え

られますが、約 3 年間に及ぶ様々な制限から、ようやく国としても大きく舵

をきり、新たな展開を迎えるようになりました。今年こそ、安心して暮らせる

一年となることを祈りたいと思います。 

さて、「高年齢者等の雇用の安定等に関する法律」の一部改正が令和 3 年 4

月に施行され、70 歳までの就業機会の確保について努力義務が設けられ、誰

もが生涯現役で活躍できる社会の実現が求められてきています。 

元気な高齢者が、地域社会の課題解決の担い手となって活躍するシルバー

人材センターの役割の重要性と地域社会からの期待は、今後も大きなものと

なっていくと思われます。 

このような中、全国シルバー人材センター事業協会による「第 2 次会員

100 万人達成計画」を踏まえ、かねてから当センターにおいても会員拡大、

とりわけ女性会員拡大の取り組みを推進してきたところです。今まで以上に

センター事業の普及啓発活動を行い、会員数の拡大や就業機会の開拓、拡大

などを視野に入れて事業推進を図っていかなければなりません。 

また、請負・委任業務に加えて、シルバー派遣事業や職業紹介事業につい

ても、より積極的に対応し、さらなる就業機会の開拓を図るとともに全ての

会員が、「安全はすべてに優先する」という共通認識のもと、安全就業対策

に取り組み、法令を遵守し公平・適正な就業の推進に努めます。 

また、令和 5 年 10 月に導入予定の消費税「適格請求書等保存方式（インボ

イス制度）」については、シルバー事業に及ぼす影響が極めて大きいことから、

円滑に対応できるよう取り組んでまいります。 

 

１．普及啓発活動 

    センター事業を市内全域に周知することを目指して、ホームページ

の一層の充実と啓発リーフレットを定期的に市内全世帯及び事業所等

に配布し、シルバー人材センターの普及活動に努めます。 

２．会員の確保・拡大 

定年延長等の社会環境の変化等により、新会員数が伸び悩む状況で 

 

すがセンター事業の組織基盤の安定のためには、会員数の拡大が大変 



 

重要であると捉えています。 

毎月実施している「入会説明会」についても「入会説明会ＤＶＤ」を

作成し、令和 4 年 10 月から、ＤＶＤを活用し、より分かりやすく、親

しみやすい内容の説明会を開催しています。あわせてインターネット

（ユーチューブ）でも閲覧できるように取り組んでいます。 

また、今後において需要の増大が見込まれそうな「福祉・家事援助サ

ービス」や「空き家対策」など、地域のニーズに応えられるようホーム

ページや啓発リーフレット、会員の口コミ等を活用し入会促進に努め

てまいります。 

 

３．就業機会の開拓・拡大 

一般家庭や県、市並びに民間事業所などからのニーズの把握、調査に

努め、会員の希望や能力に応じた就業先の開拓を進めます。 

また、年々事業実績が増えてきている労働者派遣事業や、職業紹介事

業についても、奈良県シルバー人材センター協議会と連携を図りなが

ら職域の拡大に取り組んでまいります。 

 

４．安全就業対策の取り組み 

安全就業は、シルバー事業実施の根幹をなすものであり、「安全は、

全てに優先する」を基本理念のもと、「事故ゼロ」を目標に日々の業務

に取り組んでいかなければなりません。 

今後も就業途上における交通ルールや就業における安全就業基準等

を遵守し、安全就業についての研修会開催や、安全パトロール等の機会

を増やし、一層の安全就業対策に取り組みます。 

センターでの働き方等について、会員の正しい理解と発注者様のご

理解ご協力をいただきながら、さらなる安全就業対策に取り組みます。 

 

５．公平・適正な就業の推進 

   適正な就業については、法令順守の徹底を図るとともに、センター全

体としてローテーション就業やワークシェアリングを行い、適正な就

業と公平な就業機会の確保に努めます。 

また、請負や委任に馴染まない仕事ついては、シルバー派遣事業や職

業紹介事業にて対応することに努め、発注者様へ丁寧な説明を行い、正

しいご理解を得るための啓発活動を継続してまいります 

 

 



 

６．社会参加活動 

ボランティア等の社会参加活動は、会員の生きがい等への充実感を

高め、センターに対する地域からの信頼度を高めることから、大和高 

田市や奈良県シルバー人材センター協議会等が開催するイベントに積

極的に参加して、センターの普及啓発を兼ねた社会参加活動に一層努

めてまいります。 

 

 ７．関係機関との連携強化 

    当センターと奈良県シルバー人材センター協議会、県及び市等とは、

今後も地域社会の維持発展や高年齢者の生きがいの充実、生活の安定

等の目的に向かって一層連携を図っていかなければなりません。 

これからも、シルバー事業全般にわたり必要に応じて意見交換や情

報交換を実施するなど、良好な関係の維持、発展に努めてまいります。 

 


